
　立春がすぎ、寒さ厳しい中
ですが、2017 年の春の気配を
かすかに感じる今日この頃で
す。日頃より、東山会が大変
お世話になっており、心より
御礼申し上げます。
　調布東山病院は、昨年救急
指定病院として認定され、院
内訪問看護室は訪問看護ス
テーションとして（東山病院
以外の患者さまにも応える）、
新たに出発しました。
　救急病院としては、必要と
された時に速やかに我々の入
院ベッドを使っていただくこ
と。質の良い医療看護を提供
し（急性期リハビリは必須条
件）、できるだけ早く地域の生
活にお戻しすることを目指し
ます。入院の場で医療を提供

する我々ですが、生活の場を
想像する努力を自ら課し、生
活の場の持っている力を信じ、
患者さまやご家族を勇気づけ、
「急性期から在宅へ」を推し進
めてまいります。
　外来では、より重症な救急
患者さまに対応し、感冒など
の軽症や、慢性疾患の患者さ
まの対応は、地域の診療所の
先生方にお願いし、機能分化
を深化させてまいります。
　調布東山病院のような中小
病院に求められる急性期とし
ての姿は、介護と一体となっ
た虚弱高齢者に対する包括的
なサービスを提供することと、
皆さまが地域で安心して暮ら
していくためのバックボーン
である救急医療に参画するこ
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とと定め、これに邁進してま
いります。
　喜多見・桜ヶ丘東山クリニッ
ク（外来血液透析）と東山会
ドック健診センターとともに、
東山会は、今年も引き続き地
域医療に貢献し、住みやすい
地域づくりの一員として取り
組んでまいります。
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医療機関の役割について

特徴

②調布東山病院
など

一般病院

救急

手術

一般病院で診断が
つかず、専門的か
つ高度な検査・治
療が必要な方の診
療にあたる。

健診など
予防医療

訪問診療

◯ ◯
×

東山会の医療連携について

調布
東山病院

診療所／
クリニック

当院での診療の結果、高度医療機関での診療が必要と判断された場合には、速やかに適切な医療機関をご紹介いたします。また、病状が安定し定期的な通院を必要とされる方には、かかりつけ医となっていただける、近隣の診療所／クリニックをご紹介させていただいております。

大学病院

（★）病状の安定した慢性疾患、たとえば高血圧、高脂血症、高尿酸血症、糖尿病、気管支喘息、逆流性食道炎、胃炎、便秘症などの患者さまが該当します。

外来診療

入院・訪問診療を
備えた総合診療。
病状が不安定な患
者さま、特に多疾
患を有する高齢者
の診療にあたる。

専門外来のみ 一般
一部の専門 一般

その医師の専門三次
（重篤で集中治療室で治療する必要がある心筋梗塞、多発外傷、脳出血など）

二次
（入院治療を必要とする肺炎、脳梗塞など）

一次
（入院の必要がなく、外来で対処可能な感冒や軽いケガなど）

◯ ◯ ×◯ ◯（調布東山病院…
消化器外科、整形外科） ×

× ◯ （◯）

医療機関には、①患者さまの生活によりそう診療所／クリニック　②症状が悪化した際に診療する一般
病院（調布東山病院など）　③さらに高度な医療が必要な患者さまを診療する大学病院などがあります。
地域の医療機関が手を取り合い、皆さまの健康を守っています。

①診療所／
クリニック

入院診療

３つの
手で守って
います！

高度医療
が必要
高度医療
が必要

診療所／クリニックへご紹介させていただいた後も、体調の悪い時にはいつでも当院で診療いたします。

1 人の医師が継
続して診療にあ
たるので、病気
だけでなく社会
的背景も理解し
てくれるホーム
ドクター。

病状が
改善
病状が
改善

病状が
安定（★）
病状が
安定（★）

病状が悪化検査・入院
が必要

病状が悪化検査・入院
が必要
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東山会は、
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切にしていま

す。
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6　調布市小
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17 /  042
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当院をご利用
の皆さまへ

受付で地域連携室
に

相談希望と
お声がけく

ださい。
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！

　いつも当
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ございます
。

　当院は、
地域住民の

皆さまが、
安心して医
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いただける

よう、周辺
の医療機関

との連携を
大切にして

います。

　血液検査
、画像検査

など当日の
緊急検査が

できること
、入院機能

を持つこと
、各種専門

外来を開設
しているこ

とで、診療所
／クリ

ニックからの
依頼にスピ

ーディーに
対応でき

るよう体制
を整えてお

ります。当
院での診療

の結果、さ
らに精密検

査や高度な
治療が必要

な場合には
、速やかに

高度医療機関
をご紹介

いたします
。また当院

での診療を
通しご病状

が安定され
た場合には

、細やかな
フォローを

していただ
ける、診療所

／クリニック
に逆紹

介をさせて
いただいて

おります。

　それぞれ
の医療機関

の特性を最
大限に生か

すことで、
より多くの

皆さまの健
康を地域全

体で支えて
いきたいと

考えており
ます。皆さ

まにもご理
解とご

協力をお願
い申し

上げます。

須永　眞司
調布東山病院

　院長

院長

「医療機関の役割と連携」　について

院長

二次救急診療のご報告
〜一般内科（予約なし）の受付時間変更について〜

時間外（夜間・休日）直接来院患者数

救急車受け入れ件数

　当院では、当院が有する急
性期病院としての機能（入院
機能、速やかに結果報告がで
きる検体検査・画像検査機能、
いくつかの専門性を備えた診
療能力）を最大限に発揮して、
地域医療に貢献していきたい
と考えています。必要なところ
に必要な人手を集中させる対
策として、病状が安定した慢
性疾患（高血圧、高脂血症など）
で通院される患者さまに関し
ては、近隣の診療所／クリニッ
クの先生方に、積極的に逆紹介
を行っています。一方で、当院
の役割として行うべき、救急
診療、専門的な診療、一般病
床における入院診療には、よ
り一層の力を入れていきたい
と考えています。
　患者さまに対しても、医療
機関の役割分担・医療連携の

意義についての理解を深めて
いただくため、当院では「医
療機関の役割と連携」という
患者さま向けのパンフレット
を作成いたしました。ホーム
ドクターとして細やかな患者
管理・治療を行う診療所／ク
リニック、緊急検査・救急診療・
入院に応じる一般病院、さら
に専門的かつ高度の診療を行
う高次医療機関（大学病院な

ど）。それぞれの医療機関が自
分たちの役割を十分に果たし、
互いに連携していくことが、こ
の地域の医療を守るために必
要です。「すべての人が適切な
医療を受けられる社会を目指
して」。患者さまにもご理解を
いただけるよう、引き続き努
力を続けてまいります。

［文／須永 眞司（院長）］

　当院は昨年 8 月 1 日から東京都救急告示医療機
関となり、内科系患者の二次救急診療を開始いた
しました。救急車受け入れ件数、時間外（夜間・
休日）直接来院患者数は、グラフでご覧いただけ
ますように増加傾向を見せています。二次救急病
院の使命は、これらの患者さまを外来で適切に診
療し、必要があれば入院診療を提供することにあ
ります。この使命に応えるため、救急外来診療お
よび入院診療に、より多くのマンパワー（医師も
看護師も）を注ぐことが必要と考え、このたび当
院の診療体制を一部見直すことにいたしました。

　そのひとつが、「一般内科外来（旧名：初診外来）」
の午後の診療受付時間の繰り上げです。当院では
「一般内科外来」として、発熱、腹痛、下痢など、
その日に具合の悪い内科系疾患の患者さまを、事
前の予約なしで（当日受付で）診療する枠を、午
前、午後ともに設けています。この枠の診療受付
時間はこれまで、8:30 ～ 11:30（月曜日～土曜日）
と 13:30 ～ 16:30（月曜日～金曜日。土曜日は
16:00 まで）としておりました。この「一般内科
外来」の午後の診療受付時間を2月1日から右ペー
ジのように、月曜日～土曜日 13:30 ～ 15:00、に
変更いたしました。午後の時間帯は、(1) 午前中
に入院した患者さまの入院診療を行う、(2) 人手
が減る夜勤帯へ向けて、午後に来院した救急患者
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一般内科（予約なし）受付時間変更のお知らせ

２月１日より、一般内科（予約なし）の受付時間を変更いたしました。

院長　須永　眞司

▲患者さま向けのパンフレット

この地域の救急医療体制に貢献できるよう、
　調布東山病院ではこのような取り組みをしています。

さまをより迅速に診療する必要がある、という事
情があり、救急外来診療および入院診療により多
くの人手を割くことが必要になるためです。

　感冒、胃腸炎など軽症の患者さま（一次救急相
当）は、まず診療所／クリニックの先生方に診療
をお願いし、そこで二次救急医療機関での診療が
必要と判断された患者さまについては、二次救急
医療機関の責務として当院が診療にあたらせてい
ただく。このような診療役割分担を実現していく
ことが、この地域の救急医療体制を維持する上で
重要ではないかと考えています。ご理解とご協力
をいただきますよう、よろしくお願い申し上げま
す。［文／須永 眞司（院長）］

救急スタート

救急スタート
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次回は６月 開催予定です。
詳細が決まり次第お知らせします。

調布薬薬連携の会

ロウバイ科ロウバイ属の花で、12 月から２月にかけて甘い香りのあ
る黄色い花を咲かせます。ロウバイの基本種の花は、内側の花弁が
暗紫色をしていますが、ソシンロウバイは内側の花弁も黄色です。
なおウメ（梅）はバラ科サクラ属に分類され、ロウバイとは別種です。

文・撮影 / 山田 隆（リウマチ科）

山田隆Dr. の

季節の植物図鑑 Vol. ４

ソシンロウバイ（素心蝋梅）

トピックス

１月 24 日　「第 11 回 調布医療連携カンファレンス」が
開催されました

日程／７月 11 日（火）　
講師／当院リハビリテーション科　大熊 るり 医師
テーマ／『嚥下機能〜治療編〜』
2015 年 7 月に開催しました第８回調布医療連携カンファレンスでの講演『嚥下機能〜評価編〜』
に引き続き、治療編についてのカンファレンスを予定しています。

　今回は、「貧血の診断と治療
～原因検索の方法と治療の実際
～」と題し、昨年４月に当院の
院長に就任した須永眞司が講演
を行いました。
　前半では、血液検査結果のど
こを見るのか、緊急性・専門医
転送の判断、初期評価のポイン
トについて、貧血の原因診断と
して、ステップ１で赤血球のサ
イズ（MCV）によって貧血を 3
つに分類し、ステップ２で更に
鑑別診断を絞っていく方法につ
いて、そして外来診療でコモン
な鉄欠乏性貧血、ビタミン B12
欠乏症の治療について解説があ
りました。学生時代に習った知
識ですが、もう一度順序立てて
基本的な思考過程を整理し、日
常診療でのコツをたくさん得る
ことができたと思います。

　後半では実践編として、地域
の先生方からご紹介いただいた
症例の鑑別診断を行いました。
半年の経過で進行した大球性貧
血（ビタミン B12 欠乏症）、大
腸がんが隠れていた小球性貧血

（鉄欠乏性貧血）、肺炎で入院し
た正球性貧血（多発性骨髄腫）、
食欲不振・体重減少で入院した
正球性貧血（前立腺がんの骨髄
転移）、貧血と CRP 上昇で入院
した正球性貧血（細菌性心内膜
炎による慢性炎症性貧血）と、

大変示唆に富む症例ばかりで、
活発な質疑応答が行われました。
　当院では、強力な化学療法を
必要とする血液疾患の診療は
行っておりませんが、初期診断
や、高齢者の QOL を重視した
治療に力を入れています。どう
ぞお気軽にご相談ください。
[ 文／中村 ゆかり（副院長・
地域連携室長）]

年 3回開催希望

年２回開催希望

年１回開催希望

87%

13%

０%

大変参考になった

参考になった

参考になったが、内容が期待
イメージと違った

参考にならなかった

先生方からご紹介いただいた
症例の報告・検討会

ワンポイントレクチャー
（診断、治療、トピックスなど）

講演

グループワーク
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第 11 回 調布医療連携カンファレンス アンケート結果

開催頻度はいかがですか？ 今回の内容は参考に
なりましたでしょうか？

今後、取り上げてほしいテーマを
教えてください（複数回答可）。

次回の 調布医 療 連 携 カンファレンス

とうざん’ s

新入職医師のご紹介

　はじめまして。1 月 1 日より
調布東山病院に入職しました、
消化器内科医の平山慈子と申し
ます。これからどうぞよろしく
お願いいたします。
　私は初期研修医・後期研修医
の５年間を武蔵野赤十字病院で
過ごした後、東京大学医学部附
属病院で上下部内視鏡検査や、
ESD を中心とした内視鏡治療の
研鑚を積んでまいりました。こ
れまでの経験を生かして、患者
さまに優しい内視鏡検査・治療
をモットーに、地域の皆さまに

消化器内科　
平山　慈子

貢献していけるよう頑張ってい
きたいと思います。　　
　内視鏡検査でポリープや早期
癌がみつかった際には、ぜひご
紹介いただければと思います。
もちろん胃腸の症状で内視鏡検
査をしたほうがいいのでは……
という方も、どしどしご紹介下
さい。地域の先生方と協力しな
がら、少しでも患者さまのお役
に立てるよう頑張っていきたい
と思いますので、どうぞよろし
くお願いいたします。

トピックス

２月 18 日　「第 10 回　調布薬薬連携の会」が
開催されました

　地域に頼られる薬剤科を目指
し、2011 年より「調布薬薬連
携の会」を開催しています。
　２月 18 日に行われた第 10
回には、調布市薬剤師会や近隣
の 8 つの薬局などから 15 名の
方にご参加いただきました。
　「新型インフルエンザ等発生
時診療継続計画を作成して」を

テーマに、当院検査科の高丸格
臨床検査技師が講演。当院で
2016 年 12 月６日に行った［新
型インフルエンザ対応訓練］を
紹介しました。また講演前には、
検査科・臨床検査技師の仕事内
容の説明なども行い、多職種間
の相互理解を深めました。
　今後も地域の薬剤に関わる
方々とのネットワークを強化す
ることで、患者さまが住み慣れ
た地域で安心して暮らせるよう
安全性や医療連携の向上を図っ
ていきます。
　当会への参加対象者は薬剤師▲調布薬薬連携の会の様子

▲調布医療連携カンファレンスの様子
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の方に限りません。多職種の
方々のご参加を心よりお待ちし
ております。

次回  第 11 回

会場：調布東山病院７階会議室
問合せ：当院薬剤科
　　　　（042-481-5594）

次回は、病院と調剤薬局が連携し、
地域全体で適切で統一された薬剤
指導を患者さまに行えるよう、最
新の知識の共有・統一を目的とし
た講演を予定しています。
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トピックス

11 月 19・20 日　きたみんが
「世界キャラクターさみっと」に参加しました

トピックス

12 月 22 日　ひだまりサロン
「自主トレたんぽぽ」さんで、
当院看護師がお話 &健康相談をしました♪

世界結核デーは
世界結核デーは、細菌学者ロベルト・コッホが 1882 年に結核菌の発見を発表した日にちなん
だ記念日です。世界の結核根絶への誓いを新たにするため、世界保健機関（WHO）が 1997年
に制定しました。

９３／24
世界の
記念日

ちょうふタバコ対策
ネットワーク

「笑顔」で、「ゆる～く」「協働」

喫煙者・非喫煙者双方のタバコによる健康被
害をなくすことを目指し、調布市でタバコ対
策を推し進めている「ちょうふタバコ対策
ネットワーク」さん。会を代表するお二人に
お話をうかがいました！

昨年 12 月の調布市福祉まつりに、ちょうふタバコ
対策ネットワークさんも出店されていましたね。
鈴木さん／はい。調布市医師会さんと共催で、子ども
向けのタバコふしぎ発見クイズと、禁煙・健康相談を
開催しました。タバコクイズには310名が参加してく
ださり、付き添いも含めた来場者数は500名にものぼ
りました。
荒井先生／禁煙・健康相談には医師会の先生方が集
い、来場者の相談にのりました。喫煙者自身は、な
かなかこういう場には来ないものですが、喫煙者の
ご家族からの相談がたくさんありましたね。また、
職場などで受動喫煙に悩んでいる、という相談もあ
りました。

地域に密着した活動をされているのですね。そもそ
も、どのような経緯でネットワークを立ち上げたので
すか？
荒井先生／調布市医師会のホームページを通して、
鈴木さんから「タバコ対策の活動を一緒にしません
か？」　とメールが届いたのが、鈴木さんとの最初の
出会いでした。
鈴木さん／最初はどこの誰かわからなかったでしょ
うし、驚かれたと思います（笑）
荒井先生／東京都医師会に問い合わせたところ、鈴
木さんは以前からとても熱心にタバコ対策の活動を
されている方だとわかり、ぜひ一緒に調布市でネッ
トワークを立ち上げましょう、と意気投合した次第
です。2015 年４月８日に設立しました。

メンバーにはどんな方々がいらっしゃるのですか？
鈴木さん／調布市在住・在勤の医師、歯科医師、薬
剤師、養護教諭、僕のように企業のサラリーマンな
ど、年齢・職種を超えた 20 名ほどがメンバーです。
荒井先生／タバコ対策への関心が高かった個人を、
ネットワークがつなぎ合わせてくれました。団体会
員には、調布市医師会、調布市歯科医師会、調布市
薬剤師会がメンバーとなっています。

どんな活動方針を掲げているのでしょうか？
荒井先生／第一に、喫煙者と敵対するのではなく、

喫煙者もタバコの害の被害者ととらえて、喫煙者・
非喫煙者双方のタバコによる健康被害を減らすこと
をモットーとしています。
鈴木さん／また、家庭や仕事に支障がでない程度に、
笑顔でゆる～く活動することも大切にしています。
活動方針をまとめると、【喫煙者を「悪」ととらえず、
「笑顔」で「ゆる～く」「協働」すること】ですね。

これまでの活動の内容を教えてください。
荒井先生／小学校での授業、市内の病院職員への講
演、医師会での勉強会、調布市役所での職員向け研
修など、さまざまな会を開催させていただいていま
す。
鈴木さん／また、会員同士の親睦や情報交換のため、
隔月で店内完全禁煙の飲食店での食事会を開いてい
ます。大いに飲み食いすることで禁煙店の応援にも
なりますしね。当会のＨＰに市内の完全禁煙のお店
マップがあるので、よかったら皆さんも禁煙店のよ
さを実感してみてく
ださい。
荒井先生／掲載店は
すべて鈴木さんが足
を運んで完全禁煙か
どうか調べたお店ば
かりなので、信頼度
の高いマップです。
鈴木さん／食べるの
が趣味なんです（笑）

最後にメッセージを
鈴木さん／当会に
興味のある方は、
ぜひ一緒に活動し
ましょう。ご連絡
をお待ちしていま
す！

小学校での授業の様子

昨年 12 月４日の調布市福祉まつりでの禁
煙・健康相談コーナーの様子。当院の中村
ゆかり医師も参加しました。

Introduction

ちょうふタバコ対策ネットワーク
問い合わせ／ホームページのお問い合わせフォームより
　　　　　　ご連絡ください。
ＵＲＬ／ http://ctn.main.jp/contact.html

代表　
荒井 敏 先生

（辻医院院長）

副代表・事務局長
鈴木 隆宏 さん

（会社員）

　埼玉県羽生市で毎年開催されて
いる世界キャラクターさみっとに
きたみんが参加してきました。今
年は 41 都道府県と海外４ヵ国か
ら約 400 体ものキャラクターが
大集合。きたみんは、新調したて
のハッピ姿でいろんなキャラク
ターたちとお友達になりました。 ツイッターでもっと詳しいきたみんの活動を紹介しています！@kitamin1031

▲会場にて多摩キャラのみんなと

　ひだまりサロン「自主トレたん
ぽぽ」さんは、地域の方々が自
由に参加し、椅子に座ってできる
体操などで１時間弱自主トレーニ
ングをしているサロンです。毎週
木曜日の 10 時〜 11 時 30 分に、
富士見地域福祉センターで開催さ
れています。運動の他にも様々な
講演が開催されており、12 月 22
日には当院の看護師がインフルエ
ンザのお話をさせていただきまし

た。咳をするときのエチケットや、
正しい手洗いの方法、消毒液の作
り方などのお話に、みなさん熱心
に耳を傾けてくださいました。

▲当院の看護師と、医療ソーシャルワーカー
による血圧測定や健康相談も行いました。

トピックス

２月 27 日　「東山会ホームページ」を
リニューアルしました

●自主トレたんぽぽ
連絡先／ 042-481-8719
　　　　（富士見コーナー）

　このたび、東山会ホームペー
ジを５年ぶりにリニューアルし
ました。今回は情報量を大幅に
増やし、またスマートフォンで
の閲覧にも対応しています。
　地域連携室のページでは、患
者さまのご紹介（外来・入院・

検査）の流れをご案内して
います。また、使用する書
式もダウンロードできるよ
うになりました。
　今後も随時更新してまい
りますので、ぜひご覧くだ
さい。

地
域
連
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　4 月より、地域の先生方からのご紹介患者さま向けに、当院
管理栄養士による「栄養相談外来」をはじめます。栄養相談が
必要な患者さまがいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。
この取り組みが、地域連携のよりいっそうの充実に繋がること
を願っております。

編集 /発行
調布東山病院　経営企画部広報課
TEL : 042-481-5583　FAX : 042-481-5535

連携室からのお知らせ
２月 25 日（土）に運動療法教室

（アロマヨガ教室）を開催しました。

編集後記　【表紙のはなし】春一番が吹いた日に神代植物公園へ。うめ園には 72 品種、
210 本の梅の木が植えてあり、良い香りが漂います。梅の蜜を求めて調布市の鳥、メジロも
来訪。三寒四温を繰り返し季節は確実に春に向かっています。（広報課）　表紙撮影：宇佐見 佳代

地域連携室 診察・検査・入院など、
お気軽にご相談ください。

TEL : 042 - 481 - 5044（直通）
FAX : 042 - 481 - 5056▶ 月〜土・9:00 〜 16:30

日祝日・休み

３月 18 日（土）14 時〜 15 時
会場／調布東山病院７階会議室　　参加費／無料
申し込み／地域連携室までお電話をお願いします。

［文／杉田 薫（地域連携室課長）］

運動のキッカケ
づくりに！

地域連携室より

「栄養相談外来」をはじめます

対象の患者さま
糖尿病、高血圧、脂質異常症、慢性腎臓病、
肝臓病などの方

内容
１回あたり 30 分程度、個別での栄養相談を
行います。

患者さまやご家族の気
持ちを大切に、目標に
取り組めるよう一緒に
考えていきます。安心
してお任せください。

「栄養相談外来」の申し込み方法

１. 地域連携室にお電話（042-481-5044）で
　  お申し込みください。
２. 地域連携室より予約日時をお伝えします。
３. 患者さまに予約票をお渡しください。

紹介状についてのお願い
１. 診療情報提供書に、栄養相談の内容を記入し、
　　患者さまにお渡しください。
２. 診療情報提供書と、血液検査結果（検査日が３ヵ
　　月以内のもの）を地域連携室まで FAX（042-481-
　　5056）または郵送してください。

費用
１割負担の方：初回 260 円
　　　　　　　２回目以降 200円
３割負担の方：初回 780 円
　　　　　　　２回目以降 600円

栄養科長

●栄養相談の結果報告について
ご紹介いただいた先生方に郵送いたします。

●患者さまの予約当日の持ちもの
・予約票　・診療情報提供書　
・保険証　
・当院の診察券（お持ちの方）
・食事記録用紙（３日分）

ピラティス教室
地域連携室では毎月、健康増進を目的とした運動
療法教室を開催しています。ピラティスとは、も
ともとリハビリのために開発されたエクササイズ
で、呼吸と動きでからだを整えます。

次回の運動療法教室

後ろ姿、飛び立つ姿もかわいい！


